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	1. はじめに
	2.ばいじんの特性
	使用した焼却残渣は一般廃棄物をごみ熱分解・燃焼溶融施設で発生するばいじん（YM灰）である。これらの材料特性を表-1に、図-1に粒径加積曲線を示す。YM灰は通常の方法では正しい粒度分布を求めることができなかったので、水で洗浄した後に行った試験の結果を示している。比較として昨年度使用した産業廃棄物処理施設で発生したばいじんSK 灰１）を示す。YM灰とSK灰、どちらのばいじんも細粒土に分類されるが、粘土分はYM灰が96.2％、SK灰は84.4％と大きな違いを示した。表-2は環境省告示第18号溶出試験の...
	3. 粒状固化・不溶化処理の方法
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